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	脳の活動は，超伝導センサー技術を結集したMEGを用いると，磁場の振動として記録されます。この振動は，個々の神経細胞が合唱しているものを記録する装置です。幼児に恐怖感を与えることなく，静かな広い環境で，被ばくもなく，簡単に短時間に試行できることが最大のメリットです。この幼児に優しい装置を使えば，幼児の自閉症スペクトラム障害の早期診断に使えるに違いない。その思いから，幼児用に特別にMEGを開発してきました（図１）。超伝導センサーを，幼児の頭のサイズに合わせて頭全体をカバーするように配置し，幼児でも高感...
	以前より神経解剖学的な見地から，自閉症スペクトラム障害における病態の一つに脳内神経ネットワークの異常が指摘されています。MEGは，その高い時間分解能を生かして脳活動をリアルタイムに計測することを可能にし，神経ネットワーク機能を理解する上で重要な情報を提供してくれます。一方，MEGの神経ネットワーク解析にはさまざまな手法が提唱されています。中でも複雑性解析は，より実践的な解析法として近年注目されている解析法の一つです。
	今回は，UMEGによって得られた情報を最先端の複雑性解析技術である“マルチスケールエントロピー解析”を用い，より大規模（3～9歳の計100人以上の定型発達児童と自閉症スペクトラム障害児童）で，自閉症児における神経ネットワークの特徴抽出を試みましたU。
	厳密な統計処理の結果，自閉症スペクトラム障害児では神経ネットワークが過活動になっており（図２左），その特徴は幼児期においてより特徴的でした。また，臨床症状との関連では，脳の前方部における活動の低下がコミュニケーションスキルの乏しさに関連していることが分かりました（図２右）。U小児自閉症児における脳内の神経ネットワーク活動を，MEGとマルチスケールエントロピー解析を用いて評価し，臨床症状との関連性を示した，世界で初めての報告ですU。
	U本技術では，幼児に恐怖感を与えず，わずか5分程度で，脳の機能的発達について検査を行えることから，将来的には集団検診でも手技的には応用が可能になりまUす。

